
連結決算開示事業

市場環境分析

  連結決算開示市場のTAMは1,123億円で、うち連結会計シ
ステムが約100億円、BPOが約400億円で、重複を除くと
SAMは413億円と見ています。

  労働人口の減少や働き方改革に対応するため、企業にとって
ノンコアの定型業務である決算開示をアウトソースするニー
ズが高まっており、BPO市場は20～25%の成長が見込まれま
す。連結会計システム市場は、決算早期化・開示強化の必要
性が高まっていることもあって9%前後で成長しており、中でも
クラウドシステム市場は20%程度の成長を見込んでいます。

  連結決算開示市場においてソフトウエアは競合他社が複数
存在するものの、BPOには競合と言える企業は見当たりま
せん。そのため、ソフトウエアとBPOを組み合わせたサービス
を提供している競合も存在しません。

成長ドライバーと競争優位性

  拡大する市場の中で、唯一無二のBPO事業を軸に、新中期経営計画期間中は売上高の年平均成長率17.3%を目指します。並行
して、BPO事業で得られたノウハウを転写することでソフトウエアの競争力を高めて売上を伸ばし、事業の利益率向上を図ります。

  繁閑の差が大きいため難しいとされてきた連結決算開示業務のアウトソース事業を、当社グループは独自のノウハウにより確立し
ています。すでに海外を含めた多数の連結子会社・関連会社を持つトップレンジの企業など200社以上の顧客基盤を持ち、幅広
い経験と知見を蓄積することで、圧倒的な参入障壁を築いています。そのため、一般的なアウトソーシング事業とは異なる高い水
準の利益率を誇っています。

  「DivaSystem LCA」は、連結会計システムの国内シェアで43.1%を握るNo.1*製品であり、さらにBPO事業を通じて獲得した業務
ノウハウを転写した機能拡張ができるため、大きな優位性があります。

  非常に高い競争力を持つソフトウエアとBPOを組み合わせたビジネスモデルは、当社グループのみが実現可能なものであり、 
他社が追随するのは困難だと見ています。

* 出典：富士キメラ総研「ソフトウェアビジネス新市場 2023年版」連結会計管理ソフト 市場占有率推移＜パッケージ＞2022年度実績

BPOとのシナジーによって「DivaSystem LCA」を再強化し、 
成長軌道に戻します

当セグメントの事業会社であるディーバは、ソフ

トウエアとBPOを駆使し、お客様の連結決算開

示を自動化しています。一見してまったく異なる

ビジネスモデルやカルチャーのこれら2つの事

業を、どちらも高い利益率を維持しながら融合

させているのが最大の強みです。また、この分

野でBPOを提供している唯一の企業であるとい

うことは、連結決算開示業務のプロフェッショナ

ルとしてそのノウハウをソフトウエアに転写して

開発できるのも我々だけであるということを意

味しています。

　BPO事業は立ち上げ当初から、連結対象が

多く複雑な大手企業に連結決算開示業務のノ

ウハウが結集していると考え、重点的に顧客開

拓を進めてきました。こうして蓄積してきたノウ

ハウの「DivaSystem LCA」への転写を進めて、

お客様の生産性をさらに引き上げるソフトウエ

アを完成させ、さらなるシェア拡大を図ります。

　その先には新たな2つの展開を見据えていま

す。一つは、お客様として抱える200社以上の大

企業の連結決算開示業務の共通項を反映させ

ることで、ミドルレンジ以下の企業に向けて、業

務を完全自動化したソフトウエアを開発するこ

とです。もう一つはグローバル展開です。BPOは

その事業特性ゆえ言語の問題で海外進出が難

しいのですが、業務フローの転写が一層進みソ

フトウエアで自動化できる範囲が拡大すれば、

その障害を越えられるようになると考えています。

当社グループのビジョン「BE GLOBAL」の実現

に向けた大きな一歩となるでしょう。
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C S Fと注力点

  売上高1,000億円以上の大企業の市場における「DivaSystem LCA」のシェア
を、2028年6月期中にデファクトスタンダードと言える70%にまで拡大を目指しま
す。そのために向こう3年間は主にソフトウエア開発に投資を行っていきます。

  近年、「DivaSystem LCA」はシェア拡大が停滞していましたが、2022年のグルー
プ企業再編によってBPO事業を併せ持ち、シナジーを発揮できる体制となりました。BPOで得た連結決算開示業務ノウハウのソフ
トウエアへの転写のサイクルを生み出して製品力をさらに高められるかが最大の鍵であり、課題だと認識しています。

  セールス面では、好調なBPO事業でさらなる顧客開拓を進めるとともに、「DivaSystem LCA」のクロスセルを強化します。

  大企業は連結決算の仕組みが多種多様で、共通項を見出してソフトウエアに反映していくのは容易ではありませんが、BPOも通じ
て業務ノウハウを蓄積することで、将来は売上高1,000億円以下の企業であれば連結決算開示業務を完全自動化するソフトウエ
アの開発も不可能ではないと考えています。

  上場企業の開示情報を網羅的に格納した検索サービス「開示Net」を主要監査法人に提供するインターネットディスクロージャーでは、
その卓越した開示情報の収集・管理ノウハウを活かして、グループ各社の製品へのデータの供給も実施しています。Service Available Market（SAM）

413億円

Total Addressable Market（TAM）

1,123億円

Share of Market

2028年6月期：140億円
CAGR 17.3%

Share of Market

2023年6月期：67億円

連結会計システムおよび BPOの提供を通じて

お客様の事業の価値単位を分解し再構成するとともに、

投資家との対話を促進する決算情報開示を支援しています。

連結会計システム市場で 
シェア70%のデファクトスタンダードへ
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